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（１）Meg:あなたはオーストラリアからの新入生たちを知っていますか。 

Ken：うん。ボブとジュディーは僕のクラスなんだ。 

（２）Ken：彼はたいていバスで学校へ来ます。 

Meg:本当？私は知らなかったわ。 

（３）Ken:これは誰の鉛筆かな？ 

   Jun: それは僕のじゃないけど、彼のものじゃないかな。 

（４）Meg:その車はかっこいいね！ 

   Tom：それらを昨日手に入れたんだ。 
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（５）Meg：何て素敵なかばんなの！ 

Ken:ありがとう。 

（６）Meg：このラケットは新しいですか。 

Ken：はい。私はそれを昨日手に入れました。 

（７）Meg：もっとゆっくり運転して下さい。 

   Ken:わかりました。 

（８）Meg:あなたはこの町について知っていますか。 

   Ken：うん。そこにはたくさんのレストランがあるんだよ。 
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（本文） 

ボブ：こんにちは、ミカ。スマートフォンを持っているんだね。 

ミカ：そうよ。先週①買ったの。（過去形）それでＳＮＳを②見ている所よ。（現在進行形） 

  今私たちの町は晴れね、でも緑市は大雨だわ。私のお母さんがその街の病院で月・火・金に

③働いているのよね。（現在の習慣を表す。現在形。） 

ボブ：うわ、マジ？彼女は無事家に④帰れるかな？（can を使ったら動詞は原形！） 

ミカ：わからないは。でも彼女は１５分前に青駅で列車に⑤乗ったみたい。（過去形） 

ボブ：なるほど。人々は簡単にＳＮＳを使うことができるよね。ＳＮＳは緊急事態でも役に立
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つし。でも多くの問題も⑥あるんだよね。（現在形。主語が it だから三単現形） 

SNS を長時間使い過ぎてしまう生徒もいます。彼らはちゃんと勉強できません。気を付け

てね。ミカ、これは誰の傘ですか。君のかい？ 

ミカ：そうよ。その青い傘が私の。その黒い傘は兄のものよ。 

 

※Some students ～. 「～する人もいる」 

※too long 「長すぎる（時間）」too は long を修飾する副詞「～過ぎる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）これは誰の傘ですか。 

（２）ミカはこの車を洗う必要がある。 

（３）彼は先週の木曜日にその本を持ってきた。 

   「彼はその本を先週学校へ持ってきた。」だったら 

   He brought the book to school last Thursday.となる。 

（４）あなたはどのくらいの間北海道に滞在しましたか。 
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（本文） 

ミカ：私は写真を撮るのが得意です。私はオーストラリアに住んで、美しい場所の写真を撮り

たいです。ユミ、あなたの夢は何ですか。 

ユミ：私はテニス選手になってアメリカでプレイしたいです。 

   だから、私は毎週月、水、土に一生懸命それ（テニス）を練習しています。 

   クック、あなたはどうですか。 

クック：私の母は医者です。彼女はとても忙しいですが、彼女はいつもとても幸せそうです。私

は彼女のようになって、病気の人々を助けたいです。 

   だから一生懸命理科の勉強をする必要があります。 

アサミ：あなた方の夢はとてもいいですね！！ 

   いい新聞ができそうだわ。 
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（３）ユミは火曜日にテニスを練習しますか。 ―いいえ、しません。 

（４）あなたの夢は何ですか。 
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（本文） 

【佐々木先生の冬休みの思い出】 

１２月３１日の夜に私は家族と一緒に神社へ行きました。私たちは一緒に新年へのカウントダ

ウンをしました。そして、①そこで（神社で）豚汁を食べました。 

とても寒い夜でした。しかし、それ（豚汁）は私たちを温めてくれました。（１）２．それはと

てもおいしかったです。そのあと、私たちは家に帰って寝ました。その翌朝、私の母と父は早

く起きて、日の出を見ました。私は８時に起きたので、②それ（日の出）を見ませんでした。

（２）３．わたしもそれ（日の出）を見たかったです。私の母はメグの家族のためにお節を作

りました。 

彼らは嬉しそうだったので、私も嬉しくなりました。それから私たちは一緒にいくつかのゲー

ムをしました。私は楽しい時を過ごしました。 

【有賀先生の冬休みの思い出】 

私は大晦日に原先生の家を訪問しました。私は彼の家族と一緒に年越しそばを食べました。原

先生と私は８時に音楽番組（紅白歌合戦）を楽しみました。（３）１．私たちも歌を歌って楽し

みました。私はテレビでカウントダウンを見ました。そして、１２時に私たちは「あけまして

おめでとう！」と言いました。私たちは次の朝朝食にお節とお雑煮を食べました。私の母は今

ボストンにいます。私は午後２時頃に彼女に電話しました。そのころにボストンは年が明けま

した。私は再び「明けましておめでとう！」と言いました。（４）４．私は今年彼女に会いたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）１．佐々木先生は１２月３１日の夜に寒さを感じ、そして豚汁を食べました。 

２．佐々木先生とメグは８時にいくつかゲームをした。（８時は起きた時刻。） 

３．有賀先生のお母さんは今日本にいない。（ボストンにいる。） 

４．佐々木先生と有賀先生は１月１日にお節を食べた。 

（４）有賀先生は大晦日に年越しそばを食べましたか。 ―はい、食べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア)①私は横浜へ行きました。②私は買い物を楽しみました。③私は理科を勉強しました。 

④私はお節を食べなかった。 

(イ)①私は千葉へ行きました。②私はそばを食べました。③私は花火を見ました。 

④私は野球の練習をしなかった。 

(ウ)①私は東京へ行きました。②私はサッカーをしました。③私は博物館を訪れた。 

④私は数学の勉強をしなかった。 
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（１）私はどうしたら緑駅に着くことができますか。 

   ―緑駅？ごめんなさい。私はこの地域をよく知らないのです。 

（２）なにかお飲み物はいかがですか。 ―水だけ下さい。 
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